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浅原園長ごあいさつ

毎年、あおぞら園のサポーターになっていただこうということで、明石市にお住いの方を対象に講座を行っ

ています。この 2 年間はコロナ禍ということで Zoom での開催となっていましたが、今回は対面での講座や参

加者の方どうしのお話合いと、さらに明石市立ゆりかご園との連続講座をさせていただくことになりました。

　これにより知的・発達障害に関することだけでなく、身体面での発達支援についても学べる機会となってい

ます。サポーター養成といっても施設でお手伝いをしていただかなければならないということ

はありませんので、あおぞら園やゆりかご園をご覧になりたいという方もお気軽にお問い合わ

せください。

1 月 16・17 日の午前中にそれぞれの施設で行いますので、ホームページをご覧いただき、メー

ルまたは FAX でご応募ください。ご連絡をお待ちしております。（吉川）

今年も明石市立文化博物館で 12/ 1 4（水）～ 20（火）まで「ART S H I P 明石 202 2」が開催され、あおぞら

園・きらきらも作品を出展しました。今年のあおぞら園・きらきらのテーマは「アートの原石・アートを楽

しむ―楽しくって、みんながやりたくなる―」でした。絵の具やマーカーなどを使ってお子さまたちが自由

に描いたものを展示しました。お子さまたちの作品に職員が

手を加えるのではなく、ありのままの表現を作品とし、展示

の方法を工夫しました。個性豊かな作品が並び、またお子さ

まの紹介や普段の取り組みの様子などを紹介することで、よ

り一人ひとりのお子さまのことを知っていただく機会になっ

たと思います。

今後も日々の療育の中で「もっとやりたい」「もっと表現

したい」という気持ちを引き出していくとともに、地域に向

けてお子さまたちの表現を見ていただく機会を作っていきた

いと思います。1 月にはふれあいプラザあかし西の会館内に

ARTS H I P 明石の作品を展示予定です。（泉川）

新しい年、2023 年が始まります。今年度もあと 3 か月となりましたが、毎日の生活を大切に楽しい園生活を送

りたいと思います。そして、「子どもたちの将来につながる療育」を進めていきたいと思います。

　今回は、子どもたちへの接し方の一つとして、先日のクラス懇談会でお話させていただいことをお伝えしようと

思います。

①子どもたちに何かを伝えるときは、肯定的に伝えるとわかりやすいです。

例えば、「走らないで！！」と言ってしまうと、「走る」という行動を止められても、その代わりにどうすれば

いいかがわからない子どもがいます。「歩こうね」と伝えることで、走らないで歩けばいいことがわかります。

要は「○○をしない」「ダメ！」と伝える場合は、「その代わりにしてもいいこと」を伝えることで、子どもた

ちが行動できるようになるということです。

②比較したり、対になる言葉を教えたりする場合には、差のあるもので体験するとわかりやすいです。

例えば、みなさんは「歩く」と「走る」をどうやって区別していますか。たぶん

みなさんは、どこまでが「歩く」でどこからが「走る」かを感覚で理解していると

思います。「走らない！」と言われても、自分が走っているのか走っていないのかが

わからない子どもがいます。そんな時には、「あ・る・く」とゆっくり言いながら子

どもと一緒に歩いて、そのペースを体験してもらうと「歩くという感覚」が伝わり

やすくなります。そして、「走る」を教えるときには子どもと一緒に思いっきり走る。

最初に両極端な体験をすると、その意味がわかりやすくなります。「歩く」と「走る」

の意味が感覚でわかってきてから、一般的な「歩く」「走る」を体験していくと、区

別がつきやすくなります。数量の概念などを教える時も同じです。子どもにとって、

どんなことがわかりやすいかを知ることで、よりスムーズなコミュニケーションが生

まれ、それが子どもたちとの信頼関係に繋がっていきます。

　今年も子どもたちの思いを大切に受け止められるように、職員一同、自己研鑽に努めて参ります。そして、保護

者の方のご意見や思いを取り入れた療育を進め、保護者のみなさまに安心していただけるよう努めて参ります。今

後もみなさまのご理解ご協力を賜りますよう、よろしくお願いいたします。

　新しい年がみなさまにとって、笑顔溢れる素敵な年になりますよう心からお祈り申し上げます。

明石市立あおぞら園・ゆりかご園 サポーター養成講座を行います

＂アートの原点＂子どもたちの表現を大切に ～ ARTSHIP 明石に出展～

撮影の為にマスクを外してい
る場合がありますが感染症対
策を徹底して行っています。

8 月に予定していたあおぞら園パパ会が感染症拡大の影響により、延期となり 11 月 27 日（日）にアスピア

明石 7 階和室で無事に開催することが出来ました。

あおぞら園からは 2 名のパパが参加され、アドバイザーとして、

くららべーかりー創設者の石倉泰三氏とサポートセンター曙の山崎

センター長をお招きして、あおぞら園 OB のパパ 4 名が加わり、積極

的な意見交換と情報共有を行うことが出来ました。

　当たり前ですが＂パパも子育てに悩んでいるんです！＂

講師から話を聞く学習会も大切ですが、パパ同士が思う存分に話

し合い、パパならではの悩みを共有し、つながっていけるようなパ

パ会を今後も企画し、開催していきたいと思います。パパ会終了後、

連絡先を交換し合ったのは言うまでもありません！（服部）

あおぞら園パパ会開催のご報告 ～パパだからこその悩みを共有して～

1 2 月、お子様たちと一緒に神戸市西区にある有限会社べこ様

の村上牧場・牛舎見学と、大久保北わんぱく広場へ出掛けました。

　牛舎の見学では、ドキドキしているお子様もいましたが自分か

ら牛に餌をあげるお子様が例年よりも多かったです。近づいてき

た牛に直接触れるお子様もいました。

　公園では、小高い丘に登ったり、職員の合図に合わせてかけっ

こをしたりして遊びました。芝生の上を元気に走り回っているお

子様たちの姿が印象的でした。

　今回の活動を通して、実際に見たり触ったりして様々な体験を

することで、お子様達が色々なことを感じられたと思います。こ

れからも、実際の経験を通して、お子様たちが様々なことを経験

できるようにしていきたいと思います。（大向）

あおぞら園の子どもたち、牛とふれ合う！～お子様にリアルな体験を～
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牛のエサやりをするぺんぎん組のお子様

広場を＂走る＂
ぺんぎん組の先生とお子様


